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■２～５万円程度
■赤外線フラッシュ
■動画１～２分
■単三電池６～８本
■SDカードに記録
■ネットでも購入可
例：株式会GISupply

http://www.gisup.com/

こういう映像を見れば
「なんとかしないと」という気持ちになりやすい

こういう映像を見れば
「なんとかしないと」という気持ちになりやすい

ステップ２ 被害状況等の可視化

集落の何名かに地図を見ながら被害の聞き取り 聞き取りを速記的に地図にメモ

468 471

476 481

484 486
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GISで可視化すれば、多くの関係者で共有可能⇒何か見えてくる

柵
被害

檻+捕獲数

３６０万円→３０万円→３０万円→５万円（専業農家の被害も減りつつある）

20頭/3年

10-20頭/3年

金額換算もできる⇒事業効果も

・研修会・座談会により、獣害対策の基本
を理解します

ステップ3 研修会・座談会

伊賀市霧生地区

伊賀市鈴鹿地区

ステップ３ 集落の被害状況の共有

被害が集中している場所、

被害対策をしている箇所を皆

で共有。

アンケートの分析結果

の報告会・研修会によ

り、集落の被害状況等

を共有します。

伊賀市

小杉地区の被害マップ

伊賀市
岡花地区

間違った電柵設置

獣道

野菜クズ捨て場
伊賀市
川東地区

ステップ４ 現地研修会（集落点検）

集落内の獣害場所、被害対策の現状、エサ場と
なっている状況などを点検します。おススメ！

ステップ５ ワークショップ

ワークショップは、いろいろな「地域を動かす」ことにつながります
（森動センターで一緒にやれます）

487 488

491 505

506 507
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ワークショップの目的

■民主的に何かを決める
■声の大きい人の意見だけでな
く、総意を得るために

■誰もが意思決定に参加できる
工夫

■「自分は知らなった」と言わ
れない工夫

ワークショップは、いろいろな「地域を動かす」ことにつながります
（森動センターで一緒にやれます）

ワークショップは、いろいろな「地域を動かす」ことにつながります
（森動センターで一緒にやれます）

これは絶対必要！いろいろな「地域を動かす」ことにつながります
（一緒にやれます）

●問題点を文章化する

●解決策や目標を考え明記

●できること、役割分担を明記

●「間違い探し」で終わらない

集落点検を「獣害につよい集落」づくり
に繋げるために ■ここまでやっておくとその後は交付金など色んな

事業を活用しても成功しやすいはず

■業者任せでは一番大事なポイントが判らない

■市町や県で「集落支援のポイント」が判っていれ
ば、事業をうまく使える。
「支援の成功例です」と胸も張れる

■県出先機関、市町、試験場、普及組織で連携

508 509

510 512

513 515
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獣害対策の分野は
まだまだ

知識や技術の
普及が十分でない

いろいろな手法で
■理解
■納得
■共感

が得られます

アンケート結果に基
づき、集落への提案
やアドバイス

具体的な「できるこ
と」を決めていく

ステップ５ 課題の整理と「提案」

伊賀市

炊村地区
伊賀市

小杉地区

出合い作業で集落全体
に防止柵を設置

ステップ６ 被害対策の実施

集落ぐるみでの
追い払い

補助事業等を
活用して・・・。

ステップ７ 定期的な巡回や指導・提案

日を決めておくことおススメ。２か月に一回くらいできたら良い。絶対必要！

ステップ８ 結果の評価と反省会

１年の反省と次年度の改善点の提案⇒これをしなければ意味ナシ！

533 534

537 538

540 541



2021/5/23

21

ステップ８ 結果の評価と反省会

アンケートの再調査によ
り、被害対策の効果を検
証

被害が残る場所の問題点

を整理

次年度の取り組みを整理 伊賀市

小杉地区

獣害につよい集
落育成のための
PDCAサイクル

これを数年繰り返す⇒モデル集落の支援

長期に「共同で」「改善」していく「実践」

計画

実践

改善

計画

実践

地域づくりに関する業務に共通のスキル

アクションリサーチって、
こういう手法です

（地域を支援する公務員やコンサル、
ＮＰＯ等の仕事には全て共通する）

獣害多発
＋

担い手不在
↓

耕作放棄の可
能性大

防護柵
＋

集中捕獲
＋

担い手への集
積または集落
営農

＋
柵の管理

＋
緩衝帯の設置

↓

持続的な農地
維持と担い手
育成ができた
農地

獣害改善と担い手支援が両立できるモデルは県の財産に！

※三重県伊賀市での、
農水省革新プロ（H25補正）、
地域戦略プロ（H27補正）
による実証より

交付金

ストップザ獣害
（鳥獣）

中間管理機構
集落営農育成
担い手育成
（農業）

県全体の
成果にな
り得る

兵庫県立大の
外部研究費

農地・水保全管
理支払交付金
（土地改良）

豊かな森づくり
事業（林）

②研究機関 ③指導機関 ①本庁

地域事務所

⑥市町村

モデルとなる集
落や地域組織

地域

研究・指導機関

予算や法令

知見や提案

➃農政や林政
等行政機関

⑤普及センター
等指導機関

事務所支援

モデル育成支援

他の被害
発生集落

外部専門機関

大学・独法 等

モデル波及

知見付与

地域支援

市町村支援地域対応

本庁支援
政策提案

多くの都道府県の野生動物問題に関する構図の概観
（2021山端他）

計画実践指導

542 543

544 545

548 549
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お問い合わせ：（一社）獣害対策先進技術管理組合

・伊賀市でのサルとシカ対策の成果や
管理を維持する
・その手法を普及する
（定期的な研修会を開催してます）

三重県伊賀市に社団法人を設立

https://sites.google.com/view/jugai-tech/

jugai.tech@gmail.com

少しでも共有したい
・自治体の体制構築
・体系立てた集落支援の手法
・基本的な獣害対策の手法
・実践しているからこその知見と失敗も

お問い合わせ

yamabatanaoto@yahoo.co.jp

yamabata@wmi-hyogo.jp

656 657

https://sites.google.com/view/jugai-tech/
mailto:jugai.tech@gmail.com
mailto:yamabatanaoto@yahoo.co.jp
mailto:yamabata@wmi-hyogo.jp



